
水
先
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○

水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
（
抄
）

（
水
先
区
）

第
十
一
条

水
先
区
の
名
称
及
び
区
域
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

（
略
）

（
強
制
水
先
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
船
舶
（
海
上
保
安
庁
の
船
舶
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
船
舶
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
船
長
は
、

水
先
区
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
港
又
は
水
域
に
お
い
て
、
そ
の
船
舶
を
運
航
す
る
と
き
は
、
水
先
人
を
乗
り
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
日
本
船
舶
又
は
日
本
船
舶
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
借
入
れ
（
期
間
よ
う
船
を
除
く
。
）
を
し
た
日
本
船
舶
以
外
の
船
舶

の
船
長
で
あ
つ
て
、
当
該
港
又
は
当
該
水
域
に
お
い
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
一
定
回
数
以
上
航
海
に
従
事
し
た
と
地
方
運
輸
局
長
（
海

運
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
認
め
る
も
の
（
地
方
運
輸
局
長
の
認
定
後
二
年
を
経
過
し
な
い
者
に
限
る
。
）
が
、
そ
の
船
舶
を

運
航
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

日
本
船
舶
で
な
い
総
ト
ン
数
三
百
ト
ン
以
上
の
船
舶

二

日
本
国
の
港
と
外
国
の
港
と
の
間
に
お
け
る
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
三
百
ト
ン
以
上
の
日
本
船
舶

三

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
ト
ン
数
千
ト
ン
以
上
の
日
本
船
舶

２

前
項
の
政
令
で
定
め
る
港
又
は
水
域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
船
舶
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該

港
又
は
当
該
水
域
に
お
け
る
自
然
的
条
件
、
船
舶
交
通
の
状
況
、
水
先
業
務
の
態
勢
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
、
同
項
本
文
の

水
先
人
を
乗
り
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
船
舶
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
本
文
の
規
定
は
、
当
該
港

又
は
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
船
舶
以
外
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。



○

水
先
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
水
先
区
の
名
称
及
び
区
域
）

第
一
条

水
先
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
水
先
区
の
名
称
及
び
区
域
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
強
制
水
先
の
港
及
び
水
域
の
名
称
及
び
区
域
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
に
水
先
人
を
乗
り
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
港
及
び
水
域
の
名
称
及
び
区
域
は
、
別
表

第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
強
制
水
先
の
特
例
）

第
三
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
港
及
び
水
域
は
、
別
表
第
二
の
横
浜
川
崎
区
、
東
京
湾
区
、
伊
勢
三
河
湾
区
、
大
阪
湾
区
、

備
讃
瀬
戸
区
及
び
来
島
区
並
び
に
同
表
の
関
門
区
の
区
域
の
う
ち
港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
航
路
の
区
域
（
以
下
「
関
門
港
航
路
区
域
」
と
い
う
。
）
と
し
、
当
該
港
及
び
水
域
に
お
い
て
水
先
人
を
乗
り

込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
船
舶
は
、
横
浜
川
崎
区
に
あ
つ
て
は
総
ト
ン
数
三
千
ト
ン
以
上
の
船
舶
及
び
総
ト
ン
数
三
千
ト
ン
未
満
の
船
舶

で
あ
つ
て
原
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
危
険
物
を
積
載
し
て
い
る
も
の
、
東
京
湾
区
、
伊
勢
三
河
湾
区
、
大

阪
湾
区
、
備
讃
瀬
戸
区
及
び
来
島
区
に
あ
つ
て
は
総
ト
ン
数
一
万
ト
ン
以
上
の
船
舶
、
関
門
港
航
路
区
域
に
あ
つ
て
は
総
ト
ン
数
一
万
ト
ン

以
上
の
船
舶
及
び
総
ト
ン
数
一
万
ト
ン
未
満
の
船
舶
で
あ
つ
て
関
門
区
の
区
域
を
通
過
し
な
い
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

水
先
区
の
名
称

区

域

（
略
）

（
略
）

関

門

水

先

区

山
口
県
網
代
鼻
か
ら
福
岡
県
妙
見
埼
ま
で
引
い
た
線
、
同
県
部
埼
か
ら
百
五
十
五
度
五
千
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引

い
た
線
、
同
地
点
か
ら
二
十
四
度
十
分
に
引
い
た
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
関
門
港
の
区
域
に
属

す
る
河
川
水
面
（
相
割
川
水
面
を
除
く
。
）

（
略
）

（
略
）



別
表
第
二
（
第
二
条
関
係
）

港
又
は
水
域
の

区

域

名
称（

略
）

（
略
）

関

門

区

福
岡
県
部
埼
か
ら
二
百
八
十
六
度
二
千
五
百
三
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
三
百
二
十
度
に
引
い
た
線
、
山
口
県
南
風

泊
南
防
波
堤
、
同
防
波
堤
突
端
か
ら
同
県
南
風
泊
北
防
波
堤
突
端
ま
で
引
い
た
線
、
同
防
波
堤
、
同
県
竹
ノ
子
島
台

場
鼻
か
ら
福
岡
県
和
合
良
島
島
頂
ま
で
引
い
た
線
、
同
島
頂
か
ら
二
百
五
十
七
度
二
千
九
百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
二
百
四
十
七
度
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
引
い
た
線
、
同
地
点
か
ら
百
五
十
七

度
に
陸
岸
ま
で
引
い
た
線
、
同
県
響
灘
大
橋
、
山
口
県
根
岳
山
頂
か
ら
同
県
太
郎
ヶ
瀬
鼻
ま
で
引
い
た
線
及
び
陸
岸

に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
並
び
に
関
門
港
の
区
域
に
属
す
る
河
川
水
面
（
相
割
川
水
面
を
除
く
。
）

（
略
）

（
略
）



○

港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
（
抄
）

（
び
よ
う
地
）

第
五
条

特
定
港
内
に
停
泊
す
る
船
舶
は
、
国
土
交
通
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
々
そ
の
ト
ン
数
又
は
積
載
物
の
種
類
に
従
い
、
当

該
特
定
港
内
の
一
定
の
区
域
内
に
停
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
７

（
略
）

（
航
路
）

第
十
二
条

雑
種
船
以
外
の
船
舶
は
、
特
定
港
に
出
入
し
、
又
は
特
定
港
を
通
過
す
る
に
は
、
国
土
交
通
省
令
の
定
め
る
航
路
（
以
下
第
三
十

七
条
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
航
路
」
と
い
う
。
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
海
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
（
抄
）

（
港
区
）

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
港
内
の
区
域
及
び
こ
れ
に
停
泊
す
べ
き
船
舶
は
、
別
表
第
一
の
通
り
と
す
る
。

（
航
路
）

第
八
条

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
港
内
の
航
路
は
、
別
表
第
二
の
通
り
と
す
る
。

別
表
第
一

港
の
名
称

港

区

境

界

停
泊
す
べ
き
船
舶

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

関

門

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
一
区

牧
山
信
号
所
か
ら
二
百
五
十
四
度
千
六
百
八
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら

二
十
度
に
引
い
た
線
（
以
下
Ｄ
線
と
い
う
。
）
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま

れ
た
海
面
（
航
路
を
除
く
。
）



第
二
区

牧
山
信
号
所
か
ら
三
百
五
度
に
引
い
た
線(

以
下
Ｅ
線
と
い
う
。
）
、
Ｄ

各
種
船
舶
及
び
危
険
物

線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面
（
航
路
を
除
く
。
）

を
積
載
し
た
船
舶
。
た

若

松

区

だ
し
、
け
い
留
施
設
に

第
三
区

若
戸
大
橋
南
側
線
（
以
下
Ｆ
線
と
い
う
。
）
、
Ｅ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り

け
い
留
す
る
場
合
に
限

囲
ま
れ
た
海
面
（
航
路
を
除
く
。
）

る
。

第
四
区

若
松
港
口
信
号
所
か
ら
二
百
三
十
七
度
三
十
分
二
千
六
百
二
十
メ
ー
ト

ル
の
地
点
か
ら
百
三
十
三
度
に
引
い
た
線
（
以
下
Ｇ
線
と
い
う
。
）
、

響
灘
大
橋
、
Ｆ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
面(

航
路
を
除
く
。)

第
五
区

（
略
）

（
略
）

第
六
区

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二

（
略
）


